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梅田さんとともに
府政を変えて

知
事
選
勝
利
で
、「
２
条
例
案
」を
撤
回
‼

大
教
組
教
育
研
究
集
会
が
開
幕

教育とくらしを守ろう

（フリージャーナリスト）
斎藤　貴男さ　

　ん

１

２３

４

教育のつどい大阪2011

会場も一緒に「上を向いて歩こう」を合唱

▲�

青
年
教
職
員
で
結
成
、
南
河
内

踊
り
子
隊「
絆
」の
よ
さ
こ
い
ソ

ー
ラ
ン

◀�

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー「
ま
つ
の
み
」

の
仲
間
と
教
職
員
に
よ
る
元
気

い
っ
ぱ
い
の
合
唱

「
京（
み
や
こ
）」の
和
太
鼓
演
奏

各
単
組
の
と
り
く
み

　府高教は、９月22日に「維新の会」
に２条例案撤回の教職員署名5360人分
を提出。テレビ３社、報道関係者10人
ほどもこの様子を取材。現在、教職員
の４分の３を越える6500名まで到達。

　堺教組は９月22日、梅田さんを講師
に学習決起集会。114名が参加。「条例
案自体、憲法への挑戦。憲法をまもる
すべての人たちを結集して闘う」と梅
田さんの決意に励まされました。

・
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
・

防
災
の
拠
点
が
失
わ
れ
る
」

「
市
民
や
保
護
者
に
知
ら
さ

れ
て
お
ら
ず
、
市
か
ら
の
一

方
的
な
計
画
に
な
っ
て
い

る
」
な
ど
市
民
や
保
護
者
か

ら
様
々
な
疑
問
や
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

運
動
の
広
が
り
の
中
で
９
月

議
会
に
出
し
た
「
学
校
施
設

再
編
整
備
計
画
」
の
白
紙
撤

回
を
求
め
る
請
願
は
12
月
議

会
ま
で
継
続
審
議
と
な
り
ま

し
た
。
10
月
10
日
に
は
、
署

名
出
発
集
会
を
50
人
の
参
加

で
成
功
さ
せ
、
12
月
議
会
に

向
け
て
２
万
人
署
名
を
目
標

に
頑
張
る
こ
と
を
意
思
統
一

し
ま
し
た
。
集
会
後
直
ち
に

池
田
駅
で
署
名
・
宣
伝
活
動

を
行
い
、
15
名
の
参
加
で
ビ

ラ
２
５
０
枚
を
配
布
し
１
０

０
筆
の
署
名
を
集
め
ま
し

た
。
今
後
も
運
動
を
市
民
に

広
げ
、
学
校
統
廃
合
を
許
さ

な
い
闘
い
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

池
田
教
職
員
組
合
・
池
田
子

ど
も
と
教
育
を
守
る
会

�

川
原　

誠

　

池
田
教
職
員
組
合
や
新
婦

人
が
中
心
と
な
り
、「
池
田

子
ど
も
と
教
育
を
守
る
会
」

を
立
ち
上
げ
反
対
運
動
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
地
域
ご
と
に
の
べ
９
回
に

わ
た
る
教
育
懇
談
会
を
開

き
、
宣
伝
で
は
４
万
枚
の
ビ

ラ
を
全
戸
配
布
し
、
石
橋
駅

や
池
田
駅
で
の
街
頭
宣
伝
を

行
い
ま
し
た
。
市
民
の
関
心

は
高
く
、
２
０
０
枚
～
３
０

０
枚
の
ビ
ラ
が
小
１
時
間
で

な
く
な
り
ま
す
。
懇
談
会
で

は
「
学
校
の
規
模
が
大
き
く

に
、「
東
北
県
の
今
夏
の
特

別
給
の
状
況
は
厳
し
い
と
み

ら
れ
る
こ
と
」
を
理
由
と
し

て
、
改
定
を
見
送
り
ま
し

た
。
勧
告
が
実
施
さ
れ
た
場

合
、
年
間
で
平
均
１
・
５
万

円
の
賃
下
げ
と
な
り
ま
す
。

〈
定
年
制
の
延
長
に
か
か
わ

る
意
見
の
申
出
〉

　

人
事
院
は
勧
告
と
同
時

に
、
13
年
度
か
ら
の
定
年
延

長
に
か
か
わ
る
意
見
の
申
出

を
行
い
ま
し
た
。
同
じ
職
務

〈
給
与
等
の
勧
告
〉

　

民
間
と
の
較
差
が
「
マ
イ

ナ
ス
０
・
23
％
」
で
あ
っ
た

と
し
て
、「
40
台
以
上
を
念

頭
に
お
い
た
」
俸
給
月
額
を

最
高
で
０
・
５
％
引
下
げ
る

改
定
に
踏
み
切
り
、
３
年
連

続
の
マ
イ
ナ
ス
勧
告
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
一
時
金
に

つ
い
て
は
、
東
北
３
県
を
除

く
民
間
の
支
給
割
合
は
３
・

99
月
で
、
本
来
な
ら
４
・
０

月
に
引
き
上
げ
る
べ
き
な
の

を
続
け
る
定
年
延
長
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
60
歳
を

超
え
る
公
務
労
働
者
の
年
間

給
与
を
60
歳
前
の
７
割
と
す

る
極
め
て
不
当
な
内
容
で

す
。
私
た
ち
は
、
賃
金
の
引

き
下
げ
を
伴
わ
な
い
定
年
年

齢
の
延
長
も
含
め
、
60
歳
を

超
え
る
教
職
員
を
定
数
外
と

す
る
こ
と
、
大
幅
な
定
数
改

善
、
多
様
な
働
き
方
の
選
択

の
保
障
な
ど
教
職
員
の
要
求

に
基
づ
い
た
制
度
の
確
立
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

〈
こ
れ
か
ら
の
た
た
か
い
〉

　

地
域
で
の
給
与
水
準
に
お

い
て
「
標
準
性
」
を
持
っ
て

い
る
公
務
員
賃
金
の
水
準
引

き
下
げ
は
、
民
間
労
働
者
や

地
域
経
済
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
る
も
の
で
す
。
た
た

か
い
は
今
後
、
橋
下
府
政
に

よ
る
大
幅
賃
金
カ
ッ
ト
（
４

年
間
で
40
台
２
５
０
万
円
、

50
台
３
５
０
万
円
削
減
）
撤

回
を
求
め
る
地
方
確
定
闘
争

（
府
労
組
連
闘
争
）
に
移
り

ま
す
。
大
教
組
は
、
府
政
革

新
の
運
動
と
連
動
し
、
と
り

く
み
を
強
化
し
ま
す
。

◆月例給
・��0.23％の引き下げ（年額
平均1.5万円）削減
　＊�引き下げは50台を中心
に40歳以上を対象に実
施（平均　09年15.4万
円、10年9.4万円、11
年1.5万円）

・現給保障の廃止（すでに
大阪は2010年度末で廃止）
◆一時金
　3.95月の据え置き
◆意見の申出
　60歳を超える給与を７割
に（職務内容は同じ）

　

11
月
27
日
に
予
想
さ
れ
る
大
阪
府
知
事
選
と
市
長
選
の

ダ
ブ
ル
選
挙
は
、
大
阪
の
未
来
を
左
右
す
る
き
わ
め
て
大

事
な
選
挙
と
な
り
ま
す
。

　

府
民
の
命
と
く
ら
し
、
福
祉
、
教
育
を
大
切
に
す
る
府

政
の
実
現
、
府
民
が
主
人
公
の
府
政
へ
、
新
た
な
連
帯
、

共
同
を
築
い
て
い
く
取
り
く
み
で
す
。

　

「
２
条
例
案
」
に
対
し
て
、
府
の
教
育
長
、
教
育
委
員

全
員
を
は
じ
め
、
府
内
各
地
で
批
判
の
声
が
大
き
く
広
が

っ
て
い
ま
す
。
梅
田
さ
ん
と
と
も
に
府
政
の
転
換
を
実
現

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
１
）憲
法
を
守
り
、

生
か
す
知
事
を

　

橋
下
・「
大
阪
維
新
の

会
」
は
「
教
育
基
本
条
例

案
」「
職
員
基
本
条
例
案
」

（「
２
条
例
案
」）
な
ど
、
憲

法
と
民
主
主
義
を
破
壊
し
、

特
定
の
政
治
勢
力
に
よ
る
府

の
行
政
と
教
育
へ
の
不
当
な

支
配
と
、
府
民
支
配
を
ね
ら

っ
て
い
ま
す
。

　

「
２
条
例
案
」
を
撤
回
さ

せ
、
知
事
「
独
裁
」
の
冷
た

い
府
政
で
は
な
く
、
府
民
の

多
様
な
声
が
息
づ
く
「
府
民

が
主
役
」
の
大
阪
を
築
い
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

今
こ
そ
憲
法
と
民
主
主
義

を
守
り
、
府
政
の
す
み
ず
み

に
憲
法
を
生
か
す
、
革
新
民

主
府
政
の
憲
法
知
事
を
実
現

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
２
）す
べ
て
の
子
ど
も

を
大
切
に
す
る
教
育
を

　

１
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
を

か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
し

て
大
切
に
す
る
教
育
、
あ
た

た
か
い
人
間
的
な
つ
な
が
り

を
育
む
教
育
、
子
ど
も
・
父

母
の
願
い
や
声
を
大
切
に
す

る
教
育
・
学
校
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
橋
下
府
政
に

お
け
る
「
強
制
」
と
「
競

争
」
の
教
育
政
策
を
、
根
本

か
ら
転
換
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

学
力
テ
ス
ト
対
策
、
習
熟
度

別
指
導
、
授
業
時
数
増
お
し

つ
け
、
さ
ら
に
高
校
入
試
学

区
域
の
拡
大
、
進
学
指
導
特

色
校
な
ど
で
き
る
子
だ
け
を

大
切
に
す
る
「
え
こ
ひ
い
き

予
算
」
な
ど
、
異
常
な
競
争

と
切
り
す
て
を
あ
お
る
政
策

～
３
人
以
上
の
教
員
を
増
や

し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
で
や
っ

（
１
）府
独
自
カ
ッ
ト
を

中
止
さ
せ
、「
全
国
並
み
」

を
こ
え
る
賃
金
へ

　

橋
下
府
政
の
下
で
、
全
国

と
比
較
し
て
も
き
わ
め
て
異

常
な
低
賃
金
に
陥
っ
て
い
ま

す
。
府
政
を
転
換
し
当
面

「
全
国
並
み
」
の
賃
金
へ
、

ま
ず
戻
す
こ
と
が
も
と
め
ら

れ
ま
す
。
と
く
に
府
職
員
の

賃
金
切
り
下
げ
が
、
民
間
の

賃
金
切
り
下
げ
に
つ
な
が

り
、
経
済
を
冷
え
込
ま
せ
て

　

橋
下
府
政
に
な
っ
て
、
大

阪
に
お
け
る
非
正
規
労
働
者

い
ま
す
。
府
職
員
の
大
幅
な

賃
上
げ
は
、
内
需
を
拡
大

し
、
大
阪
経
済
を
活
性
化
さ

せ
る
カ
ギ
で
す
。

（
２
）民
間
で
も

破
た
ん
が
す
す
む
、

成
果
主
義
賃
金

　

「
２
条
例
案
」
は
、「
評

な
る
一
方
で
す
。
そ
し
て
使

い
も
の
に
な
ら
な
い
Ｗ
Ｔ
Ｃ

ビ
ル
購
入
は
、
今
後
の
耐
震

補
強
を
含
め
最
大
２
４
７
億

円
と
い
う
ム
ダ
遣
い
で
す
。

　

さ
ら
に
「
財
政
再
建
」
を

理
由
に
、
府
民
施
策
を
大
き

く
切
り
捨
て
て
お
き
な
が

ら
、
大
型
開
発
と
大
企
業
に

補
助
金
を
ば
ら
ま
い
た
た

め
、
こ
の
３
年
間
で
借
金
を

２
４
５
１
億
円
も
増
や
し
、

府
債
残
高
は
６
兆
７
３
９
億

円
に
も
達
し
て
い
ま
す
。
財

政
を
い
っ
そ
う
悪
化
さ
せ
、

大
き
な
ム
ダ
遣
い
を
し
た
知

事
の
責
任
は
重
大
で
す
。

（
１
）
府
内
す
べ
て
の
学
校

に
、
府
独
自
配
置
で
ま
ず
２

　

池
田
市
は
今
年
６
月
「
小
中
一
貫
教
育
」
に
名
を
か

り
た
、
学
校
統
廃
合
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
池
田
の
小
中
学
校
を
５
つ
の
中
学
校
に
統
廃
合
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
が
強
行
さ
れ
た
ら
池
田
の

教
育
は
根
本
か
ら
破
壊
さ
れ
ま
す
。

年
教
職
員
に
よ
る
「
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
」
踊
り
、
障
害

者
と
教
職
員
に
よ
る
合
唱
が

行
わ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
22
日
に
は
、
教
科

別
分
科
会
と
合
わ
せ
、
二
つ

の
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
（「
憲

法
・
原
発
・
メ
デ
ィ
ア
」

「
子
育
て
・
保
育
・
教

育
」）、
30
日
に
は
問
題
別
分

科
会
、
青
年
学
習
交
流
特
別

分
科
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

「
教
育
・
職
員
」
基
本
条

例
案
撤
回
、
大
阪
府
政
・
市

政
の
転
換
の
と
り
く
み
と
合

わ
せ
、
引
き
つ
づ
き
分
科
会

成
功
に
向
け
た
と
り
く
み
が

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

抜
く
た
め
の
一
部
の
超
エ
リ

ー
ト
育
成
と
低
賃
金
・
非
正

規
で
従
順
な
労
働
者
を
育
成

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
を
、
中
央
教
育
審
議
会

の
会
長
で
あ
っ
た
三
浦
朱
門

氏
へ
の
取
材
な
ど
か
ら
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
今
回
の

「
教
育
・
職
員
」
基
本
２
条

例
案
は
、
大
阪
で
そ
の
教
育

政
策
を
い
っ
そ
う
す
す
め
る

も
の
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

○
多
彩
な
歓
迎
行
事
で

盛
り
上
が
る

　

つ
ど
い
で
は
歓
迎
行
事
と

し
て
、
地
元
高
校
生
と
Ｏ
．

Ｂ
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
、
青

政
策
や
ア
メ

リ
カ
と
の
軍

事
同
盟
進
化

の
面
か
ら

も
、
弱
肉
強

食
の
小
泉

「
構
造
改

革
」
時
代
へ

○
教
育
破
壊
の
２
条
例
案

撤
回
、府
政・市
政
転
換
に

全
力
を

　

主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶

し
た
田
中
康
寛
大
教
組
委
員

長
は
、
東
日
本
大
震
災
と
福

島
原
発
事
故
か
ら
、
い
ま
人

間
的
連
帯
の
新
し
い
政
治
の

実
現
を
国
民
が
求
め
て
い
る

こ
と
、
橋
下
知
事
率
い
る

「
大
阪
維
新
の
会
」
が
提
出

し
た
「
教
育
・
職
員
」
基
本

条
例
は
、
特
定
の
政
治
勢
力

に
よ
る
競
争
と
強
制
の
教
育

の
押
し
つ
け
だ
と
厳
し
く
批

判
。
撤
回
に
む
け
た
と
り
く

み
と
合
わ
せ
、
大
阪
府
政
・

市
政
の
転
換
に
全
力
を
あ
げ

の
逆
戻
り
と
な

っ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
。

　

２
０
０
２
年

の
「
ゆ
と
り
」

教
育
の
本
当
の

ね
ら
い
は
、
多

国
籍
企
業
が
国

際
競
争
で
勝
ち

　

教
育
の
つ
ど
い
大
阪
２
０
１
１
全
体
会
が
、
10
月
８
日
松
原
市
文
化
会
館
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
約
４
５
０
名
の
教
職
員
、
父
母
・
地
域
の
人
た
ち
が
集
い
ま
し
た

（
南
河
内
ブ
ロ
ッ
ク
開
催
）。
教
育
を
根
本
か
ら
破
壊
す
る
「
教
育
・
職
員
」
基
本

条
例
案
が
府
議
会
提
出
さ
れ
る
な
か
、
つ
ど
い
で
は
、「
憲
法
と
教
育
の
条
理
」
に

も
と
づ
く
教
育
・
学
校
づ
く
り
を
大
き
く
広
げ
よ
う
と
呼
び
か
け
、
多
彩
な
歓
迎
行

事
と
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
斎
藤
貴
男
さ
ん
の
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

人
事
院
は
９
月
30
日
、
国
家
公
務
員
一
般
職
の
給
与

等
に
つ
い
て
、
勧
告
と
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
同
時
に

お
こ
な
わ
れ
た
高
齢
期
雇
用
に
か
か
わ
る
「
意
見
の
申

出
」
は
、
65
歳
ま
で
の
定
年
延
長
と
セ
ッ
ト
で
、
年
収

を
７
割
に
削
減
す
る
重
大
な
問
題
を
持
っ
て
い
ま
す
。

３年連続マイナス勧告を許さず、
生活改善をめざそう

2011人事院勧告のポイント

府政転換のポイント
１「２条例案」撤回、すべての子どもの成長と発達を

保障する教育の前進へ

３「財界が主役」「大阪都」構想を許さず、府民の
願いにこたえる、府民が主人公の府政へ

４震災・津波に強い大阪、「原発ゼロ」
自然エネルギー日本一の大阪へ

２ 府民の命とくらし、教育・福祉最優先の府政へ
転換し、内需拡大で大阪経済の立て直しへ

府
民
が
主
人
公
の

府
政
を

定
員
増
と
、

30
人
学
級
の
実
現
を

賃
上
げ
と
、

「
シ
ス
テ
ム
」の
廃
止
を

ム
ダ
遣
い
を
し
た

知
事
の
責
任
は
重
大

市民の声は白紙撤回

な
り
（
54
学

級
に
も
）、

行
き
届
い
た

教
育
が
で
き

な
く
な
る
」

「
通
学
が
遠

く
な
り
、
安

全
が
確
保
で

き
な
い
」

「
体
育
館
や

グ
ラ
ン
ド
、

プ
ー
ル
、
特

別
教
室
な
ど

が
不
足
す

る
」「
教
育

よ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

○
超
エ
リ
ー
ト
育
成
の

教
育
政
策
を
厳
し
く
批
判

　

全
体
会
の
記
念
講
演
に
た

っ
た
斎
藤
貴
男
氏
は
、
今
の

民
主
党
野
田
政
権
が
、
経
済

58,000

58,500

59,000

59,500

60,000

60,500

61,000
（単位：億円） 府債残高の推移

58,288

60,739

59,220

58,400

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
0

池田「小・中統廃合問題」･･･小・中でひとつのプール･･･

全
国
平
均
に
追
い
つ
き
ま

す
。
そ
し
て
国
に
大
幅
な
教

職
員
定
数
増
を
求
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

（
２
）
国
に
さ
き
が
け
て
大

阪
で
独
自
に
、
当
面
小
３
、

中
１
へ
35
人
学
級
を
拡
大
さ

せ
ま
し
ょ
う
。
必
要
な
予
算

は
49
億
円
で
す
。
こ
の
４
年

間
で
合
計
５
８
９
億
円
も
減

ら
さ
れ
た
教
育
予
算
の
８
％

を
回
復
す
る
だ
け
で
実
現
で

き
ま
す
。

価
・
育
成
シ
ス
テ
ム
」
に
相

対
評
価
を
持
ち
こ
み
、
最
下

位
５
％
を
首
切
り
で
き
る
制

度
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

民
間
企
業
で
は
短
期
的
な

成
果
ば
か
り
に
目
が
向
く
、

成
果
主
義
賃
金
の
欠
陥
が
数

多
く
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
相
対
評
価
に
つ
い
て

は
、
人
材
育
成
が
自
己
責
任

と
さ
れ
た
90
年
代
後
半
か
ら

２
０
０
７
年
に
は
76
・
７
％

が
企
業
責
任
（
社
会
経
済
生

産
性
本
部
）と
す
る
な
ど
、人

材
の
切
り
す
て
か
ら
、
人
材

を
大
切
に
す
る
方
向
に
切
り

か
え
ら
れ
、
大
き
く
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

府
政
を
変
え
、「
評
価
・

育
成
シ
ス
テ
ム
」
を
廃
止
さ

せ
ま
し
ょ
う
。

の
割
合
が
45
％
に
達
す
る
な

ど
、
府
民
の
く
ら
し
は
悪
く

第61次大教組
教育研究集会

と
児
童
生
徒

１
人
当
た
り

の
教
員
数
が

や
、「
日
の
丸
・
君
が
代
」、

道
徳
教
育
の
お
し
つ
け
を
や

め
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

（橋下府政によって…）
「この４年間でこんなにも賃金カット？

約250万円40
歳
代 約350万円50

歳
代


